
社会基盤は大きく二つの役割があります。一つ目は、多くの自然災害に見
舞われる日本においてダムや砂防堰堤、堤防や防波堤などの施設によって
国民の生命と財産を守ること。二つ目は、道路や鉄道、橋、トンネル、港湾、
空港などの施設と通信や電気、ガス、上下水道などのライフラインによっ
て国民の生活と経済を支えることです。
私たち建設コンサルタントは、これらの社会基盤整備に関する、企画立
案、調査、計画、設計から施工管理、維持管理に至るまで、技術サービス
を提供する技術者集団です。
私たちは、エンドユーザーである国民の生命と財産を守り、生活と経済を
支えるよりよい社会基盤整備に向け、事業者である国や地方自治体、民
間企業や海外政府の良きパートナーとして、高い専門性と技術力で応えて
います。

建設コンサルタントとは
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みなさまのご意見をお待ちしております。
当協会では、建設コンサルタントの活動等を社会に広報することを目的として、
広報誌『Civil Engineering Consultant』を年4回発行し、中央官庁や地方自
治体等の公共機関、教育機関ならびに協会会員会社に対して約15,000部を配
布しています。
より充実した広報誌の実現に向け、本誌に対するご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ】
一般社団法人建設コンサルタンツ協会

『Civil Engineering Consultant』編集担当
MAIL：project@jcca.or.jpまでお寄せください。

スベるのも芸のうち、というのは近年のお笑
い界の風潮であるが、こと土木の世界にお

いてはそうは行かない。狭小で山がちな国土の住
民にとって、地震・豪雨時の災害は勿論、自らが意
図的に設えた斜面（山間に開墾した田畑、切通の崖やダム堰堤
など）の崩落を防ぐことは改めて注意する以前の覚悟に他なら
ない。今号における多種多様な「スベらずに斜面とつき合う」試
みは、自然との調和とその支配の間で揺れ動く、娯楽からは程
遠いがどこか微笑ましい、切なくも真剣な人の日常の営みを鮮
やかに伝えてくれている気がする。（米澤）

ローマ帝国はヨーロッパから西アジア、北部アフリカまで
領土を広げたが、離れた領地においても本拠地と同

様の市民サービスを提供したという。すべての道はローマに通
じ、その道路は起伏ある山野を自然を大きく損ねることなく地
形に合わせて貫き、一部は現在も人々に受け継がれている。大
規模土木技術がなかった当時、やはり自然とうまく付き合うに
はそこの地形を見極め、自然（地盤等を含め）が持っている力を
上手く引き出すことが求められたことであろう。我々も自然や斜
面をやみくもに改変することなく、暮らしを豊かにする方法を高
めたいものである。（髙見）

プロスポーツもコロナ禍で無観客あるいは人数を制限して
開催されている。プロ野球やJリーグを観戦するスタジア

ムでは応援するスタンドの観客席の傾斜が重要で、新国立競技
場の3層目の傾斜は34度で設計されている。これは札幌市に
あるスキーの大倉山ジャンプ台と同程度だ。しかし世界のスタジ
アムは更にきつく、サッカースペインリーグの古豪バレンシアFC
の本拠地メスタージャの傾斜のきつい場所は40度近くあると
いう。想像するだけで足がすくむ。しかし観客たちはいざ始まっ
てしまえば全く気にすることなく試合に没頭する。まさに斜面が
作り出す魅力である。今は一日でも早くスタジアム全体が埋まっ
た状態で応援できる日が来ることを願うばかりである。（山上）
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